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四国地方に於ける暖帯林から温帯林への移行についで
山 　　　中　　　二
(高知大学教育学部生物学教室)
Ｉ
緒
　四国地方の森林植生は一般的にみて，暖帯林か
ら亜寒帯林にわたる各種の群落が存在すると共
に，それらの各々の発達領域と規模の小さいこと
があげられ，特に後者については人為の及ぶとこ
ろこの傾向はいちじるしい．このようなことは森
林植生の研究に或程度の困難を伴うと共･に，叉一
面問題を興味深いものとする原因となっていろ．
既に四国全域の国有林を対象としで和田らの調査
　　　　　　　　　3）　　　’したすぐれた報告　が高知営林局から出版され．
　　　　　　　7）　　　6）　　　　　l5)-23)その後も佐藤，野本　及び筆者 らによる植
生の報告はあるが，尚未解決の問題も多く，而も
1「
　気候的極相として四国
はタブーホソバカナワラ
　　　　　6) ,9)
ンタチバナ，
　　　　6), 12)
男
　　　－言　　　　　　　　　　　　　．　　　　　｀
それらの究明は四国のみならす，日本列島の森林
植生を明かにする上.にも必要な問題が多い．そう
した問題を含めﾌﾞこ綜合的考察は尚今後に期待する
ところが多いが，こいこその一環として従来から
問題となる暖帯林から湿帯林への移行が，四国で
はどのようになっているかを研究し，併せてそれ
に附随する一，二の群集を記述してみﾌﾞこいと思
う．これらの調を研究に際し，日頃御指導，御援
助をたまわっフ：:いる堀川芳雄教授，鈴木時夫教授
並びに高知営林局の方々その他に厚く感謝の意を
表する．
四国地方の暖帯林
　　　　　　　　　　10-]1)見ゐれる暖帯林 のを欠如することがあり，
スグジイーヽタイミ
　　　　　　　　　　　　6）コジイ←-7－クロバイ，ウラジロガシ
一サカキ　　ーの各群集が認められてきた．このう
ちタブーホソバカナワラビ群集は海岸又は平地を
領域とするが，その残存区域は小さい．スグジイ
ータイミンタチバナ群集はコジイークロバイ群集
が内陸に見られるのに反してむしろ海に近い地域
に発達するが，組成的にはこの群集と同じものと
見られ乍らコジイの優占する森林が広く存在する
　　　　　　22-23)　　　　　　　　　　　　　　　　　F）場合も多い．　ウラジロ.ガシーサカキ群集は野本
によりイス亜群集とツガ亜群集に区分されたが，
筆者の調査によっても大体これは肯定される．そ
してこの両者のうち比較的高地を領域とするツガ
亜群集は屡々上部でブナ林と交錯して，その中間
　　　　　　　　　　　lO-U)に所謂鈴木のツガ群団 　に属するyＥミーシ,キ
　13）ミ　或はツガーコカンスダ
8）　･.
　　群集というようなら
　　　6】　　　・野木 は四国原南部で
このことを指摘しているが，この問題については
後にふれる．
　群集を大別しだ場合，上述の各群集の他に以上
のものと性質を異にする森林の存在が見られる．
それは内陸に見られるスダジイの林であって，現
在まで.の筆者の資料では尚且不十分ではあるが，
同じ型の残存林が四国内陸の処々で観察せちれる
ところから，この型のスダジイ林は十分考慮すべ
きであろう．第１表にその組成‘の要約を示す如く
喬木層はスダジイに混じてカシ類を伴い，林内
にはモチノキ,･サカキ，ヒサカキ，ヤブッバキ等
多く，林床はベニシグ，マルバベこシグ，キジノ
オ，アリドオシ，ヤブコウジ等が生ずる．かよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13)な組成から判断すれば，ヽこの森林は鈴木　の認め
たスグジイーヤブコウジ群集の一型でモチノキ亜
群集に入,れてよいものと考える．
゛'昭和30 ― 31年度文部省科学研究助成補助金による研究の一部．
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Table １　Summarized table of Bladhieto-Shiietum sieboldii
Locality ゛　　　　　　　　’ 、
ノ　ベ∧
Altitude (m)　　　　　　　　　　　　　ス
Eχposition　　　　　　　　　　　　　.･,、
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Table 2　・Summarized table of Cariceto-Tsugetum sieboldii
Locality？
Altitude (m)
Exposition
Steepness
　　1
　1100
S 15 E
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　　1
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N55 E
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Ｓ
　2
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10 Ｅ
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????????????
　1st tree layer
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l=Mt. Omog'o, Ehime Pref.;　2=Okawa Village, Kochi Pref.;　3= Mt. Shiraga, Kochi
Pref.; 4=Mt. Aozare, Kochi Pref.　　　　　　　　　　　　　・
　この森林の発達は内陸に限られ，その領域は恐
らくコジイークロバイ群集とウラジロガシーサカ
キ耕集の間の比較的狭い地域であ石ものと思われ
ｌ
或はウラジロヌJシーサカキ群集の特別な一型とも
見ることも出来るかも知れない．
四国地方の温帯林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）j四国地方の澄帯林はブナースズタケ群集 が気
候的極相である．高地でばスズタケがササに代る
か．どれは勿論別の群集ではないパ
ミズナラ，ウラジロモミ等の優占群落があり特に
下部ではモミ或はツガの優勢な異相も見られる．
しかしこの場合はウラジロガシーサカキ群集のツ
ガ亜群集とは組成的に異り，みかけ上の,ツガ林或
はモミ林はその点で暖帯上部から湿帯下部にわた
っ七四国地方では広く存在することになる．しか
らば野本め指摘のように暖帯林はそのまゝ湿帯林
につらなるかどうかの問題であるが，少くともツ
ガーカシの林とブナの林が上.下につらなるところ
も存轟す器が，かようにな.らな1い場合も十分考え
られる／'・　　　　　　　∧　　　　／　　，
　　４　　　　　　　高知大学,学術研･究.秤告　第５巻第20号
　　　　　　ｙ．　四国地方のツガ，モミを主とした暖帯から温帯への移行地帯の植生
　如上.の見地から，一例として先ず石鎚山の裏登　　群落としてはやはり，暖帯林と温帯林の間には狭
山道にあﾌﾞこる面河渓から面河山にかけて発達す,る　　地域乍ら，その中間帯の植生としてのツガ林を認
ツガ林は検討の余地があろう．この地域の森林は　　めるべきで忠）ろう.
　　16）　　　　　　　　　　　　.｀　　　　　　　●’で
筆者　の観察によ.ると・次のような変体を示す．
面河渓（海抜800 m 内外）から1,000 mJ内外にわ
たる下部では，ツガを優占種として，ウラジロガ
シが多く混生し，林内にはシキし　ヒサカサ,’サ
カキ，ヒイラギ，ソヨゴ等の常,緑樹が多く，林床
はハイシキミが多いンこの型の林は明かにウラジ
ロガシーサカキ群集のツガ亜群集であろう. 100.0
mを越してl,200ni内外までは第２表に示す如
く，ツガに混じて，イタブナ，ブナ，ヒメシャラI，
イヌジデ等が入り，ウラジロガシは殆んど目立だ
なくなり，亜喬木層～液木層にシヰ£，ｼ･口吟ジ，
ウスダクロモジなど多く．時にス’ズタクを伴い，
林床はコカンスダ，カンスダ等が優占すら．．　･.
　而してこれより上部でブナの優占する代表的な
ブナースズタケ林が発達し，これは･石鎚山９しヨ
クシラベ林の下限に及んでい乱　　　　＼　ン
　こゝで問題となるのは上述のツカ林上部怒，も
の組成から判断すれば，ツガーコカンスダ群集と
見て差支ないであろう．かように，この面河山で
はカシとブナが個体的に上下につらなりはするが
Ｖ
　これと同じような例は，四国山脈ぞいの諸所に
　　　　　　　　　　　　　　　19）見ゐれる．高知県の白髪山附近 では海抜600m
ではウラジロカシーサカキ群集のツガ亜群集の型
の群落が見ゐれ，それより上部の700－1,100 m
附近まで処々にツガーコ.カンスグ群集が発達す
る．（第２表）．所によりツガはモいこ代っている
場合もある．高知県アオザレ山ではブナ林につヽj
く下方にかなり広いツガ林があるが，これもツガ
ーコカンスゲ群集の上部のものと見るべきであろ
うが，面河山の場合帽司様に上部ではむしろブナ
ースズタケ群集に近い組成となる．一般に四国の
この群集では，林内にスズタケの生することが多
い．愛媛県皿ク嶺のブナ林の下方につヽ,ごいて見ら
れる上林I巾附近のツガ林もこの型であろうと考え
られる．
　以上のように，従来四国地方であまり問題とな
らなかったツガーコカンスゲ群集と見るべき森林
は明かに存在するが，その占める領域は常緑広葉
樹の暖帯林やブナを主とする湿帯林に比してかな
り狭いと見ゐべきである．
考　察　及　び　結　論
　　常緑広葉樹より成る暖帯林1路葉広葉樹を主と　　多くは鈴木♂)。ウラジロガシーサカキ群集のツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｗする温帯林との間に中間帯乃至は推移帯を認める が亜群集に入る暖帯林的傾向の植生か，或は他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-2),4-5;124)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15)iI6),l8)か否かについては，論議が多かぷだが， 今日 土地的・地形的極相を含み，又筆者 のモ£
ではこれを認める立場が強いようである．だヽぐし
　　　　　　　　4-5)その場合，中野・，･吉良
　　　　　●　　　　10.11)●
21　　　　　..･.
.のように落葉樹を
　　　　　　，　　　10.11)　　24）　　　　　　　●　･･するか，或は鈴木，吉岡　などの如くモｊ或は
ツガの針葉樹を重要視するかの相述はあるが，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　・..　　　　l』れは結局地域により落葉樹がこの帯の極相を亙す
こともあり，叉針葉樹が安定相をなすこともある
ためであろう．　　ご　　　　　　　　　　　　丿
　四国地方に搦する限り.ではコナラ，‘ク,リの林は
存在するが，殆んどが二次林的な性格を有し，叉
●　　ｊ　　　　　　　●　　　　　７　･ｆ●　．
イタシデ，イタブナ等は多くはツダ又はモミと混
生して侵占度は低く，結局はツガ或はモ£をごの
移行帯の代表樹種と見ること･の妥当性が考えちれ
　’“　.　゛　　　　　3）
る．但し，高知営林局報告　のモミーツガ群系は
－ツガ林地帯或は山地針葉樹林帯も，廿しろ暖帯
林上部の植生であり，本報告で取扱った所謂ツガ
群団に相当する植生にふれた報告は，今日までは
余りないようである．これは一つにはツガ或はモ
ミの分布が水平的にも垂直的にも暖帯から温帯に
及び，既述の如く上部ではブナと下部ではカシ類
と混生することが多いためでもあ.る．
　中間帯或は移行帯が如何なる範囲かということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　゛は;いろいろ説明されてはきたか，吉良　の湿量
指数によれば，暖さの指数85°Ｃ以上で而も寒さ
の指数10-15°C以下の範囲ということになり，
この範囲に入る地域は中部，東北の内陸部には相
者口広範囲,を占.めている．しかるに四国地方では
５冬期比較的暖いため，このようた気候の範囲は･狭
められ,゛結局この中附帯植生の発達も内陸部の
狭い範囲にのみ存在する可能性しかなくなるわけ
であろう．この吉良指数による推定は今回の調秀
で大体裏付け出来るとX,ハ得る.”
　　　17）　　　　　　　　　　　　　ぶ」　’　．．筆者　が高知県樫山峠の植生を調査して,へこゝ
ではアカガシとブナが混生する事実をあげたが，
このような例は勿論四国のような気候条件の地で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）は諸所に存在する可能性はあり，従って野木 の
ようにツガ群団を欠くという推定も生れるわけで
あるが，一方やはり四国の内陸部には理論上から
も実際にも所謂ツガ群団の存在は当然であろう．
　従って以上のような気候条件下の四国地方特に
太平洋側の海岸から内陸にわたっては，その規模
は大きくなくても，伊豆半島以北や九州南部に比
して，より複雑な植生の移りかわりが考えられて
よいことである力≒スグジイーヤブコウジ群集の
存在も，この事実を例証するもの･と見てよい．ス
ダジイの水平・垂直分布がコジイをはさんで高い
所（叉は北の方）と低い所（叉は南の方）に存在
することは従来認められている．以上のことから
四国内陸部の気候条件が伊豆，房総等のスダジイ
林の発達領域と同じようなものであることを考え
させる．
　温帯林に入ってからは，植生は比較的単純であ
るが，四国地方は暖帯及びこれから湿帯への移行
帯はかどり複雑となっている．この間の気候的群
集の移行を見ると結論的に次のように,なると考え
られる．
Rumohreto -Machiletum -^ Rapanaeeto －Shiietum 一々Symploceto -Shiietum -ﾀﾞBladhieto-
Shiietum-≫Sakakieto-Cyclobalanopsidetum (Distyrietosum一々Tsugetosum)→Cariceto-
Tsugetum→Sasamorpheto －Fagetum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘
　１．四国地方では暖帯林上部と温帯林下部の中
間にツガ或は両ミの優占する林が見られる．従来
カシ類を主とする暖帯林上部の植生はブナ林と上．
下に接するとする考えもあっだが，今回の調査に
より，そのような場合も存在すると共に一方内陸
では，地域的には広範にわたらすとも中間帯とし
てのツガ林或はモ£林が認められた．これは鈴木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀文
　要
のツガ群団に入る群落と見るべきである．
　２．四国の暖帯林の群集として，従来認められ
ていたも０い他に，内陸部にスグジイーヤブコウ
ジ群集と同じ型の森林が見られ穴:．　　　　　，．
　３．以上の結果から，四国地方に於ける暖帯か
ら湿帯への各耕集の垂直的な移行を明かにしだ．
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On the Transition from　the Warm - temperate to the
　｀ＣｏｏレtemperateＦｏ･restRegion in Shikoku, Japan
　　　　　　　　　Tsugtwo　YAMANAKA
(Biological£aboratoぴ, Educati・n Faculり，示ぷi Univcrsiり)
　　7'he problem on the vegetation of the intermediate region between the warm-temperate
and the cool-temperate forest region in Japan has been discussed by ａ large number of
　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　㎡　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　●
phytosociologists and e.cologists. Cor!sequently, it is generally assumed that the forest
of the ･intermediate region is constituted by such coniferous and deciduous trees as Abies
ｆｉｒｍａ， Ｔｓｗｇａ ｓieboldii． Ｃａｒｐｉｎｉｉｓ tｓｃｆｅｏＫｏｓfeii， Ｆａｇｕ％ ｊａｐｏ㎡ｃａ-，　ＱｗｅｒｃＭｓ ｓｅｒｒａtａ． Ｃａｓtａｗｅａ
ｃｒｅｎａtｃtc.　Castaneion｡crenatae (Nakano '42), the warm-temperate deciduous forest
(Kira '49), Tsugion sieboldiトCSuzukド-52), and the Ａｂｉｅｓ ｆｉｒ　ｍａ forest zone (Yoshioka
　　　　　　　　　　　　　　　・　　　j　l●'53) are different names given to the same intermediate region.
　　Various associations of the warm- and cool-temperate forest have been reported from
Shikoku. Rumohreto-Machi!etum thunbergii, Rapanaeeto-Shiietum sieboldii･ Symploceto-
Shiietum cuspjdatae･ａりd Sakakieto-Cyclobalanopsidetum　stenophyllae belong to the
climatic climax foresトin the warm-temperate forest region. On the other hand, the
typical climax forest in ･ttie cool-temperate forest　region is Sasamorpheto － Fagetum
crenatae.　From the writer's investigation, Bladhieto ， Shiietum sieboldii, which was
unknown in　Shikoku, ha§　recently　been　recognized　in the　inland･of　Shikoku. This
association is usually developed between　Symploceto･Shiietum　and　Sakakieto-Cyclo-
balanopsidetum.　　　　　‘　△　）　∧
　　　　　　　　　d　　　　　　　　　L　　　－　　　・　｡　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　According to Nomoto･'S surveyヤ硲), it｡is observed that the warm-temperate forest in
the south-western part oi Shikoku is in contact with the　lower limit of the cool-
temperate forest, and Nomoto stated that the association　belonging to　Tsugion was
not round　there. The writer also ｆＱＩでmd the Ａｂｉｅｓ ｆｉｒｍａ forest accompanied by Ｆａｓii％
ｃｒｅｎａtａ ａｎｄ　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｓiｓ ａｃｕtａ　iｔi　Ｋochi　Prefecture. It is ａ　matter oi; course that
such forests are found in Shikoku where the climate in winter is rather mild. However
　　　　　j　　｡　●　　　　　;｡　　　　゛！　　　　　●
it is also considered that the distinct intermediate region is found in the inland mountains
of Shikoku, and' Cariceto･ＴＳＵだetum sieboldi). which is tabulated in this paper, is an
example of it.　This associatsi叫ＯＣとurs just between　Sakakie.to- Cyc lobalanopsidetum
and Sasamorpheto･Fagetum, and is usually dominated by Ｔｓji。ｇａ･sieboldii or Abieｓ ｆｌｉｒｍａ.
But　the ‘ territory ｡0f　this　associationヶis　not S0 large and characteristic as the warm-
and cool-temperate forest on account of the climatic conditions in Shikoku.
　　From this fact it is concluded that the coniferous forest ＣＯふposed of　Ｔｓti･ｇａ ＳＪ･eboldii
or Abieｓ ｆｌｒｍａ １Ｓ found in the intermediate region in Shikoku. There is in this region no
climax forest dominated by deciduous trees such as Castaneaり･のtata, Qiμerczis Sの･ｙaZど7，
ｅtＣ｡
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